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０．０５gの凍結乾燥粉末に２５mlの抽出バッファ （ー１００mM maleic acid, 1mM EDTA２Na, ３mM 
NaN3，pH５．８）を加え，粗酵素液を抽出。４０倍に希釈した酵素液０．０２mlを同量の基質溶液





























テルを加え，エーテル層を回収。濃縮後，HPLCにより成分を分離。カラム：YMC Pack ODS-A A-３０２（１５０　x　
４．６mm）。移動相：アセトニトリル／メタノール／ THF（５８／３５／７）。流速：１ml／min。検出：４５０nm。↓はβ－
カロテン。
月，１２月で減少したが，どの堀取り時期でも“タマ
ユタカ”より高かった。黄色色素のアセトン抽出液
をHPLCにより分析したところ，β－カロテンと他
のカロテノイドと思われる成分が認められた（第３
図）。これらの成分については今後同定する予定で
ある。ポリフェノール含量は堀取り時期により若干
の変動が認められたが，“タマオトメ”の含量は
“タマユタカ”より少なかった。ポリフェノールは
乾燥時の黒変（褐変クロタ）の原因となるため，蒸
切干加工においては含量が少ないほうが望ましい。
“タマオトメ”の蒸切干は色上がりが良く，“タマユ
タカ”の蒸切干は灰色となったのは，色素含量とポ
リフェノール含量の関係によると考えられる。また，
堀取り時期を延長しても，その傾向は大きく変わら
ないと思われる。
　以上，育成地においては，堀取り時期を遅らせ，
畦内にそのまま保存することで，糖化に適当な貯蔵
温度が得られ，蒸切干の甘みが増し，肉色に関係す
る成分も大きく変動しないことが明らかとなった。
ただし，産地である茨城県への適用については，今
後検討する必要がある。
　カンショは連作障害が比較的少ない作物と言われ
ているが，サツマイモネコブセンチュウはカンショ
連作障害のうち，最も一般的で，被害が大きいもの
である３）。“タマオトメ”のサツマイモネコブセン
チュウ抵抗性は育成地および静岡県総合農業試験場
海岸砂地分場において，強と判定された（第１０表）。
また，サツマイモネコブセンチュウには，寄生性の
異なるレースや個体群の存在が知られているが，
“タマオトメ”は，茨城県つくば市，熊本県西合志
町，鹿児島県大崎町で採集された個体群に対しても，
強い抵抗性を示した４）。さらに，“タマオトメ”に
は，サツマイモネコブセンチュウの増殖抑制効果も
認められた２）。以上により，“タマオトメ”は，各
地で連作障害を受けにくいことが推定され，また，
作付け体系において，センチュウ対抗作物として利
用できる可能性がある。
　黒斑病抵抗性は中からやや弱であるので（第１１
表），同病害の多発地帯では防除対策を行う必要が
ある。 
Ⅵ．摘　　要
　１．来　　歴
　外観が優れる“九系７０”を母，外観および食味が
優れる“ベニオトメ”を父とする交配を１９８８年に九
州農業試験場畑地利用部甘しょ交配研究室（現農業
技術研究機構九州沖縄農業研究センター畑作研究部
サツマイモ育種研究室）で実施し，１９８９年以降，畑
地利用部甘しょ育種研究室（現畑作研究部サツマイ
モ育種研究室）で選抜を重ねた。１９９４年から“九州
１１８号”の系統名で地域適応性を検討し，２００１年１０
月にかんしょ農林５３号“タマオトメ”として命名登
録された。
　２．特　　性
　萌芽性は中である。本圃における草型は匍匐型，
茎の太さは中，長さは中である。頂葉色は淡緑，葉
色は緑で，葉形は波・歯状心臓形である。いもの皮
色は赤紅，肉色は淡黄である。形状は短紡錘形，大
きさは中で，形状や大小の整否は中，条溝は微，皮
脈と裂開は無で，外観は中である。上いもの収量性
は“コガネセンガン”並みの多収であり，上いも１
個重は“コガネセンガン”より大きい。蒸いものブ
リックスは“コガネセンガン”や“高系１４号”並み
である。食味はやや上である。また，蒸いもの肉色
の黄色が濃い。黒斑病には中～やや弱，サツマイモ
ネコブセンチュウには強，ミナミネグサレセンチュ
ウには中の抵抗性を示す。貯蔵性はやや易である。
　３．適　　地
　全国のカンショ作地帯に適し，蒸切干用，食品加
工用，青果用などとして普及することが期待できる。
茨城県では，蒸切干用の準奨励品種に採用され
４００haほどの作付け面積が見込まれている。
　４．栽培上の注意
　ミナミネグサレセンチュウ抵抗性が“中”，黒斑
病抵抗性が“中～やや弱”であるので，同病害の多
発地帯では防除に努める。
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写真１　“タマオトメ”の地上部
写真２　“タマオトメ”の地下部
タマオトメ
タマオトメ
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写真３　蒸切干のシロタ（中白）
写真４　“タマオトメ”と“タマユタカ”の蒸切干の比較
タマオトメ タマユタカ
注）シロタ（中白）：蒸切干の一部が白い粉状の斑となっている状態で，蒸切干の商
品性が著しく落ちる。
